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四国南西海域における有藻性イシサンゴの幼生加入および群集の現状 

佐野 聡 藤原 沙希 安達 颯太 

1. 背景・目的 

四国南西海域は、黒潮の影響により、高緯度にもかかわらず有藻性イシサンゴ（以下、サ

ンゴ）の種多様性が高く、その多くが繁殖を行っていると考えられる。このように種多様な

四国南西海域のサンゴ群集は、これまでに様々な撹乱と直面してきており、その後の回復状

況に地域差がみられている。この差は群集の回復力によるところが大きいと考えられてい

るが、各地点の詳細なデータについては明らかになっていない。そのため、今後の四国南西

海域におけるサンゴ群集の動態を予測するには、現存する群集の構造や幼生の新規加入を

詳しく理解する必要がある。そこで本研究では、四国南西海域におけるサンゴ群集の現状を

より詳細に明らかにすることを目的とした。 

2. 方法 

四国南西海域の足摺宇和海国立公園海中公園地区内に沖ノ島、柏島、西泊、竜串の 4 つ

の調査地点を設定し、各調査地点内に、3つのサブ地点を定め、幼生加入量調査と群集被度

調査を行った。幼生加入量調査には、人工の幼生定着基盤（以下、基盤）を用いて、各サブ

地点に水平 5セット、垂直 5セットの計 10セットを設置した。群集被度は、1m×1mの方

形枠を用いた、ベルトトランセクト法により定量化した。各サブ地点において幅 1mの 10m

ベルトトランセクトを 3 つ設定し、各ベルトトランセクトにつきランダムに 4 つの 1m×

1mの方形枠を設置し、各方形枠が納まるように写真撮影を行った。撮影した写真は、「Coral 

Point Count with Excel extensions」（以下、CPCe）を用いて被度を算出した。 

3. 結果・考察 

全地点において、加入量はハナヤサイサンゴ科が全体の 91%以上を占め、ミドリイシ科

とハマサンゴ科は極わずかであった。また、被度は、ミドリイシ科が全体の 86%以上を占

め、ハナヤサイサンゴ科とハマサンゴ科はそれぞれ 1%未満であった。つまり、ミドリイシ

科は幼生加入量が少なく、被度が高い、一方で、ハナヤサイサンゴ科は幼生加入量が多く、

被度が低いという結果であった。ミドリイシ科の多くは放卵放精型の産卵様式をもち、幼生

期に海流などの影響を受けやすい。このため、黒潮の足摺宇和海国立公園域への接岸状況と

これまでの加入パターンを比較したところ、足摺宇和海国立公園近くに黒潮またはその分

岐流が接岸した年に多量の定着が起こり、ミドリイシ科群集が維持されている可能性が推

察された。また、ハナヤサイサンゴ科は、幼生保育型の産卵様式を持ち、放出された幼生は

定着・変態能力を持つため、幼生は親群体近くに加入する傾向にあるが、幼生の定着に適し

た環境が少ない場合は広域分散が可能であると考えられている。しかし、本研究で得られた

ハナヤサイサンゴ科の加入パターンは、調査地点の親群集の被度や黒潮の接岸状況との関

係性が見られなかったことから、基盤設置場所付近の親群体の影響を強く受けた可能性が

考えられた。また、西泊の加入量は大きな月変動をみせ、それには、水温が密接に関係して

いることが推察された。 


